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いりおもての森から
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№64
浦内川のマング
ローブ林（空撮）



【仲間川のマングローブ林】


ዀ

প
ਣ
؞


ਣ
؞
బ
ಐ
ਣ
ਨ


ल

ਧ

ਣ

਼
ੀ
ঽ
ே

ਓ
ః
ஈ
ऊ
ै
1
ফ

【サンガラの滝】

令
和
3
年
7
月
「
奄
美
大

島
・
徳
之
島
・
沖
縄
島
北
部
及

び
西
表
島
」
の
世
界
自
然
遺
産

へ
の
登
録
が
決
定
し
1
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
国
連

教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス

コ
）
の
諮
問
機
関
・
国
際
自
然

保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
か
ら

指
摘
の
あ
っ
た
「
観
光
管
理
」
、

「
ロ
ー
ド
キ
ル
対
策
」
、
「
河

川
再
生
」
、
「
森
林
管
理
」
の

四
つ
の
要
請
事
項
に
対
し
、
関

係
行
政
機
関
・
地
元
関
係
団

体
・
専
門
家
等
で
構
成
さ
れ
た

メ
ン
バ
ー
に
よ
り
対
応
方
針
が

検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に

西
表
島
に
お
い
て
は
「
観
光
管

理
」
に
つ
い
て
厳
し
く
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
２
０
２
０
年
1
月

に
西
表
島
部
会
が
策
定
し
た

『
持
続
可
能
な
西
表
島
の
た
め

の
来
訪
者
管
理
基
本
計
画
』
を

改
定
し
、
『
西
表
島
観
光
管
理

計
画
』
を
策
定
す
る
こ
と
と
し

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
ロ
ー
ド
キ
ル
対
策
」

に
つ
い
て
も
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の

新
規
建
設
、
交
通
実
態
把
握
調

査
な
ど
、
追
加
対
策
の
実
施
又

は
強
化
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
12
月
1
日

の
世
界
遺
産
委
員
会
へ
の
レ

ポ
ー
ト
提
出
に
向
け
て
と
り
ま

と
め
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

令
和
4
年
度
も
早
5
ヶ
月
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
当
セ
ン

ン
タ
ー
の
重
点
取
組
事
項
の
一

つ
で
も
あ
る
「
情
報
の
発
信
」

に
つ
い
て
、
常
日
頃
か
ら
全
職

員
が
意
識
す
る
中
で
、
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
林
の
調
査
状
況
や
森

林
環
境
教
育
支
援
な
ど
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ピ
ッ
ク
ス
）
へ

投
稿
し
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
努
め
て
い

ま
す
。
私
自
身
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
な
記
事
は
書
け
ま
せ
ん

が
、
「
枯
れ
木
も
山
の
に
ぎ
わ

い
」
精
神
で
毎
回
表
現
や
文
章

の
構
成
に
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
台
風
被
害
地
調
査
、

大
原
、
船
浦
両
中
学
校
の
三
大

行
事
支
援
（
古
見
岳
、
テ
ド
ウ

山
登
山
）
な
ど
、
ハ
ー
ド
な
業

務
が
目
白
押
し
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
無
災
害
で
乗
り
切
れ
る

よ
う
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
（
所
長
下

田
）
。

【ユツンの三段滝】

【仲間川展望所から望む】
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西
表
島
に
は
、
日
本
最
大
の

面
積
を
有
す
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
が
生
育
し
、
河
岸
の
安
定
維

【生育状況を調査】

ア
カ
ギ

海
岸
近
く
の
林
地
や
低
地

な
ど
に
広
く
分
布
し
、
大
木

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
緑

化
木
と
し
て
道
路
な
ど
に
も

植
え
ら
れ
て
お
り
、
葉
は
3

出
複
葉
で
、
葉
の
縁
は
鋸
歯

が
あ
る
。
ア
カ
ギ
（
赤
木
）

の
名
前
は
材
の
色
が
茶
褐
色

で
あ
る
こ
と
か
ら
つ
い
た
そ

う
で
す
。

（
出
典
：
西
表
島
の
植
物
誌)

西表島の樹木いろは

【街路樹としても見かける】

～
仲
間
川
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
～

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
林
環

境
教
育
の
一
環
と
し
て
毎
年
、

西
表
島
の
小
学
校
新
入
生
に
当

セ
ン
タ
ー
で
作
成
し
た
“
西
表

島
の
植
物
誌
”
を
配
布
し
て
い

ま
す
（
転
校
生
に
も
忘
れ
ず
に

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
西
表

島
の
小
学
生
は
こ
の
“
西
表
島

の
植
物
誌
”
を
全
員
持
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
）
。

今
年
度
も
、
4
月
27
日
（
水

曜
日
）
に
竹
富
町
立
大
原
小
学

校
、
古
見
小
学
校
、
上
原
小
学

校
、
白
浜
小
学
校
の
新
入
生
に
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～
【
西
表
島
の
植
物
誌
】
と
【
西

表
島
植
物
か
る
た
】
を
配
布
～

か
る
試
作
品
使
用
ア
ン
ケ
ー
ト

等
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
西
表

島
の
小
学
生
全
員
に
“
西
表
島

植
物
か
る
た
”
も
あ
わ
せ
て
配

布
し
ま
し
た
。

か
る
た
で
遊
ん
で
楽
し
み
な

が
ら
西
表
島
の
樹
木
・
植
物
を

覚
え
て
も
ら
い
、
興
味
が
沸
き

詳
し
く
知
り
た
い
と
思
っ
た
時

は
、
植
物
誌
を
見
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

か
る
た
に
掲
載
し
た
植
物
の

一
部
に
は
、
そ
の
植
物
の
方
言

名
も
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
地
域
の
方
言
文
化
の

継
承
に
繋
が
れ
ば
と
感
じ
て
い

ま
す
。

植
物
誌
を
配
布
し
ま
し
た
（
校

長
先
生
に
贈
呈
）
。

さ
ら
に
、
今
年
度
は
“
西
表

島
植
物
か
る
た
”
が
完
成
し
た

こ
と
か
ら
、
か
る
た
作
成
に
か

【西表島植物かるた】

【西表島の植物誌】

持
や
生
物
多
様
性
の
維
持
等
の

機
能
の
ほ
か
、
近
年
は
環
境
学

習
の
場
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
の
観
光

資
源
と
し
て
も
重
要
視
さ
れ
る

等
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
は
多
く

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
よ
う

な
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
保
全
・

保
護
活
動
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
生

育
状
況
や
生
育
環
境
が
、
ど
の

よ
う
に
変
化
す
る
の
か
を
継
続

的
に
調
査
を
行
い
、
こ
れ
か
ら

の
隆
替
を
知
る
手
が
か
り
と
し

て
の
デ
ー
タ
を
確
保
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
は
、
仲
間
川
（
南
風
見
国
有

林
１
７
３
い
林
小
班
）
に
設
定

し
て
い
る
調
査
区
域
が
該
当
し
、

4
月
25
日
（
月
曜
日
）
に
調
査

木
に
タ
グ
付
け
を
行
い
、
5
月

9
日
（
月
曜
日
）
～
10
日
（
火

曜
日
）
に
か
け
て
、
オ
ヒ
ル
ギ

等
の
生
育
状
況
、
稚
樹
の
発
生

状
況
、
光
環
境
（
開
空
度
調
査

に
よ
る
）
の
変
化
、
地
盤
高
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
仲
良
川
の
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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～
南
風
見
田
海
岸
忘
勿
石
周
辺
の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
に
参
加
～

【集めたゴミを前に記念撮影】

5
月
15
日
（
日
曜
日
）
14
時

か
ら
八
重
山
地
区
の
海
洋
環
境

保
全
推
進
活
動
を
行
う
団
体

「
八
重
山
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

西
表
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

主
催
で
南
風
見
田
海
岸
忘
勿
石

周
辺
の
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動

が
開
催
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
職

員
3
名
、
沖
縄
森
林
管
理
署
大

原
森
林
事
務
所
森
林
官
1
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

南
風
見
田
海
岸
は
西
表
島
東

【ゴミはトラックで運搬】

部
に
位
置
し
、
近
隣
に
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

観
光
客
を
は
じ
め
地
元
の
方
も

利
用
し
訪
れ
る
人
が
多
い
海
岸

で
す
。

一
帯
は
南
風
見
国
有
林
１
７

２
林
班
と
な
っ
て
お
り
、
当
セ

ン
タ
ー
の
漂
流
・
漂
着
ゴ
ミ
の

定
点
観
測
地
点
で
も
あ
り
ま
す
。

当
日
は
、
主
催
で
あ
る
八
重

山
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
西
表
エ

コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
来
月
の

慰
霊
の
日
に
向
け
、
忘
勿
石
周

辺
の
清
掃
活
動
を
す
る
こ
と
が

伝
え
ら
れ
、
地
元
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
子
供
達
と
そ
の
保
護
者

等
、
総
勢
66
名
で
ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
活
動
を
実
施
。

参
加
者
は
約
2
時
間
、
精
一

杯
清
掃
活
動
を
実
施
し
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
だ
け
で
ゴ
ミ
袋

（
45
㍑
）
８
袋
分
を
回
収
し
ま

し
た
。
そ
の
他
に
今
回
は
、
発

砲
ス
チ
ロ
ー
ル
、
ロ
ー
プ
、
魚

網
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
西
表
島

の
地
理
的
位
置
か
ら
海
外
（
ア

ジ
ア
圏
）
か
ら
の
も
の
が
殆
ど

で
し
た
が
、
日
本
製
の
も
の
も

あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
3
月
13
日
の
清
掃

活
動
よ
り
も
多
い
、
沢
山
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
供
達
が
参

加
し
て
お
り
、
皆
協
力
し
て
黙

々
と
一
生
懸
命
清
掃
活
動
を
頑

張
っ
て
い
ま
し
た
（
砂
の
中
に

埋
ま
っ
た
ゴ
ミ
を
子
ど
も
達
数

人
で
掘
り
起
こ
し
た
り
、
重
い

ゴ
ミ
や
大
量
に
集
め
た
ゴ
ミ
を
、

ソ
リ
を
使
っ
て
二
人
が
か
り
で

運
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
）
。

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活

動
に
参
加
し
毎
回
思
う
こ
と
で

す
が
、
参
加
し
た
子
供
達
が
大

人
に
な
る
頃
に
は
、
南
風
見
田

海
岸
は
も
と
よ
り
西
表
島
を
は

じ
め
世
界
中
か
ら
漂
着
ゴ
ミ
が

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

【
慰
霊
の
日
】

１
９
４
５
年
6
月
23
日
、
太

平
洋
戦
争
末
期
、
沖
縄
戦
で
旧

日
本
軍
の
組
織
的
な
戦
闘
が
終

わ
っ
た
と
さ
れ
る
日
で
、
沖
縄

【あんな岩場にもゴミが！】

【集めたゴミをみんなで分別】

戦
等
の
戦
没
者
を
追
悼
す
る
日

と
し
て
、
沖
縄
県
が
6
月
23
日

を
「
慰
霊
の
日
」
と
し
て
制
定

し
て
い
る
。



タ
シ
ロ
マ
メ
の
生
育
調
査
は

4
月
8
日
に
事
前
踏
査
を
実
施

し
、
5
月
23
日
（
月
曜
日
）
に

生
育
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
の
天
候
は
あ
い
に
く
の
雨
、

新
聞
に
よ
る
と
今
年
の
沖
縄
県

の
梅
雨
は
例
年
よ
り
雨
量
が
多

く
、
西
表
島
で
も
例
年
の
2
倍

以
上
の
雨
が
降
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

調
査
で
は
タ
シ
ロ
マ
メ
の
生

育
状
況
（
生
長
量
）
を
調
べ
る

た
め
樹
高
と
胸
高
直
径
を
測
定
。

ま
た
、
稚
樹
の
発
生
状
況
を
調

べ
る
た
め
に
新
し
く
発
生
し
た

稚
樹
の
本
数
と
そ
の
樹
高
も
調

査
し
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
で

は
16
本
の
稚
樹
が
新
た
に
発
生

し
て
い
ま
し
た
が
、
5
年
前
の

ည

भ

ে
ु
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～
タ
シ
ロ
マ
メ
生
育
調
査
を
実
施
～

ア
オ
バ
ノ
キ

山
地
に
生
育
す
る
常
緑
の

低
木
で
す
。
葉
は
互
生
し
革

質
で
厚
く
、
表
面
は
光
沢
が

あ
り
、
裏
面
は
淡
緑
色
で
側

脈
が
隆
起
し
て
目
立
ち
、
葉

の
縁
は
小
さ
な
鋸
歯
が
あ
り

ま
す
。
溶
液
か
ら
径
約

1
ｃ
ｍ
の
白
い
花
が
咲
き
ま

す
。
実
は
壺
状
の
球
形
で
長

さ
約
6
ｍ
ｍ
、
黒
く
熟
し
ま

す
。

(

出
典
：
西
表
島
の
植
物
誌)

西表島の樹木いろは

【側脈が隆起して目立つ葉】

ギ
ン
ネ
ム
は
「
世
界
の
侵
略

的
外
来
種
ワ
ー
ス
ト
１
０
０
」

の
１
つ
で
、
「
我
が
国
の
生
態

系
等
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

の
あ
る
外
来
種
リ
ス
ト
」
に

よ
っ
て
重
点
対
策
外
来
種
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
表
島
で

は
、
道
路
沿
い
に
見
ら
れ
る
ほ

か
、
耕
作
放
棄
地
や
海
岸
林
な

ど
足
の
踏
み
場
が
な
い
ほ
ど
密

生
し
た
ギ
ン
ネ
ム
林
が
よ
く
見

ら
れ
ま
す
。
ギ
ン
ネ
ム
が
発
達

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
定
期
的
に
タ
シ
ロ
マ

メ
の
生
育
状
況
を
確
認
し
て
い

く
こ
と
と
し
、
次
回
の
調
査
は

令
和
9
年
度
に
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

【胸高直径を計測中】
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し
た
海
岸
林
は
、
ギ
ン
ネ
ム
が

主
要
な
優
占
木
と
な
り
、
高
木

層
が
ほ
ぼ
欠
如
し
、
樹
高
が
低

く
、
林
分
密
度
も
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
西
表
島
の
海

岸
林
等
に
お
け
る
ギ
ン
ネ
ム
生

育
地
の
拡
大
・
ギ
ン
ネ
ム
の
優

占
化
は
、
防
風
や
防
潮
な
ど
の

森
林
に
期
待
さ
れ
る
機
能
の
発

揮
や
生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら
、

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。当

セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
ギ
ン

ネ
ム
を
環
境
に
や
さ
し
い
方
法

で
駆
除
す
る
た
め
、
今
年
度
は

大
富
遊
歩
道
沿
い
の
根
元
直
径

約
8
ｃ
ｍ
～
15
ｃ
ｍ
の
ギ
ン
ネ

ム
40
本
を
対
象
に
、
食
酢
及
び

食
塩
水
を
用
い
た
駆
除
試
験
を

5
月
24
日
（
火
曜
日
）
及
び
26

日
（
木
曜
日
）
に
実
施
し
ま
し

た
。
食
酢
を
投
入
す
る
ギ
ン
ネ

ム
と
食
塩
水
を
投
入
す
る
ギ
ン

ネ
ム
を
20
本
ず
つ
設
定
し
、
根

元
か
ら
ド
リ
ル
で
6
カ
所
ら
せ

ん
状
に
穴
を
開
け
、
そ
れ
ぞ
れ

の
溶
液
を
投
入
し
、
コ
ル
ク
栓

で
ふ
た
を
し
て
溶
液
が
漏
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
試
験
を
実
施
し
た
ギ

ン
ネ
ム
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
い
く
か
を
定
期
的
に
観
察
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【試験木にドリルで
穴を開ける】

調
査
と
比
べ
る
と
発
生
本
数
は

減
少
し
て
お
り
、
林
内
で
イ
ノ

シ
シ
の
掘
り
起
こ
し
跡
が
確
認

さ
れ
た
た
め
、
こ
の
こ
と
な
ど

が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い

～
ギ
ン
ネ
ム
の
駆
除
試
験
を
実
施
～
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船
浦
ニ
ッ
パ
ヤ
シ
希
少
個
体

群
保
護
林
（
上
原
国
有
林
２
０

８
は
林
小
班
）
は
自
生
地
の
北

限
と
し
て
植
物
地
理
学
上
重
要

な
も
の
で
あ
り
、
国
指
定
天
然

記
念
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
2
回

（
6
月
期
と
11
月
期
）
周
辺
環

境
の
変
化
等
の
定
期
的
な
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

6
月
10
日
（
金
曜
日
）
に
曇

り
空
の
中
、
光
環
境
（
開
空
度

調
査
）
や
地
盤
高
、
定
点
撮
影

等
の
周
辺
環
境
調
査
と
葉
に
つ

ఢ
ఈ

ष
भ
ৌ
ૢ
ಉ
॑
ਫ਼
ୈ

6
月
6
日
（
月
曜
日
）
か
ら

翌
7
日
（
火
曜
日
）
に
か
け
て
、

「
仲
間
川
の
サ
キ
シ
マ
ス
オ
ウ

ノ
キ
」
の
調
査
を
実
施
。
空
は

梅
雨
空
の
ど
ん
よ
り
雲
で
、
と

て
も
蒸
し
暑
い
中
で
の
調
査
と

な
り
ま
し
た
が
、
樹
勢
や
樹
高
、

幹
周
り
、
板
根
の
高
さ
を
は
じ

め
、
枝
張
り
、
光
環
境
、
林
床

植
生
や
着
生
植
物
の
変
化
な
ど

を
計
測
し
ま
し
た
。

各
調
査
の
結
果
は
、
昨
年
と

あ
ま
り
変
化
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
以
前
か
ら
見
ら
れ
る
幹
に

着
生
し
た
ア
コ
ウ
の
根
が
著
し

く
成
長
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

～
船
浦
の
ニ
ッ
パ
ヤ
シ
希
少
個
体

群
保
護
林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
～

～
「
仲
間
川
の
サ
キ
シ
マ
ス
オ
ウ
ノ
キ
」
及
び
「
ウ
タ

ラ
川
の
オ
ヒ
ル
ギ
」
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
～

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
昨
年
度
の
ニ
ュ
ー
ス

レ
タ
ー
等
で
お
伝
え
し
て
お
り

ま
し
た
タ
カ
サ
ゴ
シ
ロ
ア
リ
の

営
巣
に
つ
い
て
は
、
以
前
確
認

さ
れ
て
い
た
蟻
道
は
確
認
さ
れ

ず
、
営
巣
等
は
衰
退
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。ま

た
、
沖
縄
地
方
が
梅
雨
明

け
と
な
っ
た
6
月
20
日
（
月
曜

日
）
に
日
差
し
が
と
て
も
眩
し

い
中
、
「
ウ
タ
ラ
川
の
オ
ヒ
ル

ギ
」
の
調
査
を
実
施
。
ウ
タ
ラ

川
の
潮
位
が
非
常
に
高
い
中
で
、

樹
勢
や
樹
高
、
幹
周
り
、
光
環

境
、
林
床
植
生
な
ど
を
計
測
し

ま
し
た
。

調
査
の
結
果
は
、
オ
ヒ
ル
ギ

樹
幹
内
の
腐
朽
が
著
し
く
進
ん

で
お
り
、
樹
勢
が
衰
退
し
て
い

る
こ
と
と
、
オ
キ
ナ
ワ
ア
ナ

ジ
ャ
コ
の
シ
ャ
コ
塚
周
辺
が
昨

年
度
よ
り
高
く
な
っ
て
お
り
、

オ
ヒ
ル
ギ
周
辺
の
陸
地
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
2
本
の
巨
木
と
も
老
齢
で
あ

り
、
樹
木
の
樹
勢
を
は
じ
め
生

育
環
境
等
を
今
後
も
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

葉
の
先
端
や
半
分
が
枯
れ
て
い

る
葉
（
先
枯
れ
や
半
枯
れ
）
が

増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。ま

た
、
午
後
か
ら
は
琉
球
大

学
熱
帯
生
物
圏
研
究
セ
ン
タ
ー

西
表
研
究
施
設
渡
辺
准
教
授
に

現
地
で
立
ち
会
っ
て
い
た
だ
き
、

ニ
ッ
パ
ヤ
シ
周
辺
で
生
育
し
て

い
る
オ
ヒ
ル
ギ
の
被
圧
状
況
を

確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

船
浦
の
ニ
ッ
パ
ヤ
シ
は
以
前
、

オ
ヒ
ル
ギ
や
ヤ
エ
ヤ
マ
ヒ
ル
ギ

な
ど
の
周
辺
木
が
ニ
ッ
パ
ヤ
シ

を
覆
い
光
環
境
が
悪
化
し
生
育

状
況
が
悪
く
な
り
群
落
の
衰
退

が
危
惧
さ
れ
た
た
め
、
平
成
17

年
（
２
０
０
５
）
3
月
及
び
平

成
19
年
（
２
０
０
７
）
3
月
に

オ
ヒ
ル
ギ
等
の
周
辺
木
の
除
伐

を
実
施
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

除
伐
か
ら
15
年
以
上
が
経
ち
、

当
時
影
響
が
な
い
も
の
と
判
断

さ
れ
除
伐
さ
れ
な
か
っ
た
オ
ヒ

ル
ギ
な
ど
が
生
長
し
、
ニ
ッ
パ

ヤ
シ
を
被
圧
し
て
い
る
状
況
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

け
て
い
る
古
く
な
っ
た
タ
グ
の

交
換
及
び
新
葉
の
タ
グ
付
け
を

実
施
。
6
月
24
日
（
金
曜
日
）
は
6

月
10
日
の
残
り
の
タ
グ
交
換
作

業
及
び
葉
の
状
態
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
天
気
は
快
晴
、
気

温
は
30
度
を
超
え
る
暑
さ
の
中
、

胴
長
を
着
て
調
査
し
ま
す
が
、

調
査
後
の
胴
長
の
中
は
汗
で
ず

ぶ
濡
れ
と
な
り
、
ま
る
で
大
雨

に
降
ら
れ
た
後
の
よ
う
で
し
た
。

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
昨
年

度
同
時
期
の
調
査
と
比
較
し
て

【仲間川のサキシマスオウノキ】

【ウタラ川のオヒルギ】

【胴長を着て葉の状態調査】
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～
沖
縄
県
と
九
州
森
林
管
理
局
及
び
沖
縄
森

林
管
理
署
意
見
交
換
会
に
出
席
～

ゆ

ん

た

く

▼
８
月
11
日
は
「
山
の
日
」
だ
。

「
山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、

山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
」
こ
と

を
趣
旨
に
、
２
０
１
６
年
（
平

成
28
年
）
か
ら
施
行
さ
れ
た
国

民
の
祝
日
。
当
日
は
全
国
山
の

日
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、

「
山
の
日
」
全
国
大
会
が
開
催

さ
れ
る
。
２
０
２
３
年
（
令
和

５
年
）
の
第
７
回
「
山
の
日
」

全
国
大
会
の
開
催
地
が
沖
縄
県

に
決
ま
り
、
竹
富
町
も
大
会
開

催
地
の
1
つ
と
な
っ
て
い
る
▼

西
表
島
に
は
本
州
に
あ
る
よ
う

な
標
高
１
０
０
０
ｍ
を
超
え
る

山
は
な
い
。
最
高
峰
の
古
見
岳

で
も
標
高
は
４
６
９
・
５
ｍ
。

し
か
し
、
標
高
５
０
０
ｍ
に
満

た
な
い
山
々
に
は
多
く
の
固
有

種
が
存
在
し
、
生
物
多
様
性
が

豊
か
な
独
自
の
生
態
系
を
形
成

し
て
い
る
。
２
０
２
１
年
（
令

和
３
年
）
７
月
に
世
界
自
然
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
▼
当
セ
ン

タ
ー
で
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の

調
査
や
外
来
種
対
策
な
ど
を
通

じ
て
西
表
島
の
森
林
生
態
系
保

全
に
取
り
組
ん
で
い
る
▼
大
き

い
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
う
が
、

こ
の
自
然
を
地
域
の
人
と
一
緒

に
守
り
、
後
世
に
つ
な
ぐ
た
め

に
地
域
に
根
ざ
し
た
国
有
林
と

い
う
「
山
」
を
一
歩
ず
つ
着
実

に
登
っ
て
い
き
た
い
（
凧
）

【当センターの業務内容説明】

7
月
25
日
（
月
曜
日
）
、

「
令
和
4
年
度
沖
縄
県
と
九
州

森
林
管
理
局
及
び
沖
縄
森
林
管

理
署
意
見
交
換
会
」
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
当
セ
ン

タ
ー
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
意
見
交
換
会
は
毎
年
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
沖

縄
県
と
の
貴
重
な
情
報
交
換
の

場
と
い
う
こ
と
か
ら
沖
縄
森
林

【オンラインによる意見交換】

【議論に聞き入る職員】

管
理
署
だ
け
で
は
な
く
、
西
表

島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
い
る

当
セ
ン
タ
ー
も
今
回
参
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
「
沖
縄

県
森
林
管
理
課
の
取
組
等
に
つ

い
て
」
、
「
沖
縄
森
林
管
理
署

並
び
に
九
州
森
林
管
理
局
の
令

和
4
年
度
重
点
取
組
事
項
」
等

の
情
報
提
供
後
、
当
セ
ン
タ
ー

か
ら
も
職
員
体
制
、
業
務
内
容

及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ピ
ッ

ク
ス
に
よ
る
情
報
発
信
に
つ
い

て
説
明
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

質
疑
応
答
が
お
こ
な
わ
れ
、
九

州
森
林
管
理
局
か
ら
こ
れ
ま
で

未
発
生
で
あ
っ
た
久
米
島
町
に

お
い
て
確
認
さ
れ
た
松
く
い
虫

の
侵
入
状
況
や
沖
縄
県
か
ら
九

州
森
林
管
理
局
が
取
り
組
ん
で

い
る
中
苗
植
栽
に
つ
い
て
、

「
ど
れ
位
コ
ス
ト
が
掛
か
り
増

し
に
な
る
の
か
」
な
ど
の
意
見

等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
沖
縄
県
か
ら
森
林
計

画
に
か
か
る
国
有
林
デ
ー
タ
の

共
有
に
つ
い
て
要
望
が
あ
り
、

九
州
森
林
管
理
局
か
ら
具
体
的

に
申
請
手
続
き
を
行
え
ば
共
有

（
提
供
）
可
能
と
の
返
答
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
来
年
度
は
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
い
う
形
で
は
な
く
、
正

式
な
出
席
者
と
し
て
の
立
場
で

出
席
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。
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